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三 

 
衆
議
院
議
員
草
川
昭
三
君
提
出
抵
当
証
券
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

銀
行
等
の
関
連
会
社
（
銀
行
等
が
出
資
す
る
会
社
で
、
そ
の
設
立
経
緯
、
資
金
的
、
人
的
関
係
等
か
ら
み 

て
、
銀
行
等
と
緊
密
な
関
係
を
有
す
る
会
社
を
い
う
。
）
で
あ
る
抵
当
証
券
取
扱
会
社(

定
款
で
抵
当
証
券
の
売

買
等
を
定
め
た
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

は
四
十
社
、
生
命
保
険
会
社
の
関
連
会
社(

生
命
保
険
会
社
が
出

資
す
る
会
社
で
、
そ
の
設
立
経
緯
、
資
金
的
、
人
的
関
係
等
か
ら
み
て
、
生
命
保
険
会
社
と
緊
密
な
関
係
を
有

す
る
会
社
を
い
う
。)

で
あ
る
抵
当
証
券
取
扱
会
社
は
六
社
、
証
券
会
社
の
関
係
会
社
（
証
券
会
社
及
び
そ
の

役
員
等
に
よ
り
発
行
済
株
式
の
過
半
数
を
所
有
さ
れ
、
又
は
証
券
会
社
の
役
員
、
使
用
人
等
に
よ
り
取
締
役
の
半 

 
 

 

数
以
上
を
占
め
ら
れ
て
い
る
会
社
等
を
い
う
。
）
で
あ
る
抵
当
証
券
取
扱
会
社
は
十
一
社
と
な
つ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
抵
当
証
券
取
扱
会
社
は
相
当
数
存
在
す
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
ち
な
み
に
、
昭
和 



三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

な
お
、
抵
当
証
券
販
売
を
行
う
者
の
行
為
に
、
例
え
ば
詐
欺
罪
、
出
資
法
違
反
等
現
行
の
刑
罰
法
令
に
違
反

す
る
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
捜
査
当
局
に
お
い
て
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。 

抵
当
証
券
の
問
題
に
つ
い
て
は
、｢

カ
ラ
売
り｣

等
の
防
止
を
含
め
、
一
般
の
投
資
家
の
保
護
を
図
る
た
め
の

方
策
に
つ
き
、
現
在
、
検
討
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
十
九
年
七
月
か
ら
昭
和
六
十
一
年
六
月
ま
で
の
間
に
お
け
る
登
記
所
へ
の
抵
当
証
券
発
行
申
請
者
数
は
百
十

四
と
な
つ
て
い
る
。 

抵
当
証
券
業
懇
話
会
は
、
先
般
、
業
務
運
営
上
の
自
主
基
準
を
決
定
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自

主
基
準
の
設
定
と
そ
の
的
確
な
運
用
は
、
悪
質
業
者
の
識
別
を
容
易
に
し
、
ひ
い
て
は
、
業
界
の
信
頼
性
向
上

と
抵
当
証
券
購
入
者
の
保
護
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。 

四 

 



四
に
つ
い
て 

五
及
び
六
に
つ
い
て 

抵
当
証
券
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
投
資
家
の
保
護
を
図
る
観
点
か
ら
、
現
在
、
検
討
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
、
御
指
摘
の
よ
う
な
法
制
の
整
備
を
含
め
、
更
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 

な
お
、
抵
当
証
券
は
、
抵
当
証
券
法(

昭
和
六
年
法
律
第
十
五
号)

に
基
づ
い
て
発
行
さ
れ
る
有
価
証
券
で
あ

り
、
同
法
で
定
め
る
要
件
及
び
手
続
に
従
え
ば
何
人
で
あ
つ
て
も
登
記
所
か
ら
そ
の
交
付
を
受
け
、
ま
た
、
そ

の
譲
渡
・
販
売
を
行
い
得
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
の
で
、
そ
の
活
動
の
実
態
を
把
握
し
に
く
い
業
界
団
体
非
加 

経
済
企
画
庁(

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー)

、
警
察
庁
、
大
蔵
省
等
が
、
抵
当
証
券
に
関
し
消
費
者
か
ら
受
け
付
け

た
苦
情
及
び
問
い
合
わ
せ
を
含
め
た
相
談
は
、
現
在
、
件
数
と
し
て
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
四
百
三
十
件

程
度(

警
察
庁
二
百
四
十
一
件
、
大
蔵
省
百
二
十
三
件
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
四
十
八
件
等)

で
あ
り
、
そ
の
内

容
は
、
抵
当
証
券
会
社
の
信
用
性
、
安
全
性
に
関
す
る
も
の
が
大
多
数
で
あ
る
。 

五 

 



 

六 

盟
の
業
者
も
相
当
数
存
在
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

七
に
つ
い
て 

金
融
機
関
の
融
資
は
、
金
融
機
関
自
身
の
自
主
的
な
判
断
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
金
融
機
関
の

公
共
的
性
格
に
か
ん
が
み
、
い
や
し
く
も
、
そ
の
社
会
的
信
頼
を
損
な
う
こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
る
。 

金
融
機
関
の
融
資
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
こ
れ
ま
で
指
導
を
行
つ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
今
後
と
も
適
切
に
指
導
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




